


薪
狂
言 

番
組

狂　

言　
　

貰
聟 

も
ら
い
む
こ

解　

説　
　

石
田
幸
雄

火
入
れ
の
儀

　

酒
を
飲
ん
で
帰
宅
し
た
夫
が
、
酔
っ
た
勢
い
で
妻
を
追
い
出
し
て
し
ま
う
。

泣
く
泣
く
実
家
に
戻
っ
た
妻
は
、
た
び
た
び
の
夫
の
酒
乱
に
呆
れ
果
て
、
帰
宅

を
促
す
父
親
の
説
得
に
も
一
向
に
応
じ
な
い
。
翌
朝
、
酔
い
が
覚
め
後
悔
し
た

夫
は
、
舅
を
訪
ね
、
妻
を
返
し
て
ほ
し
い
と
頼
む
の
だ
が
…
…
。

　

現
代
で
も
よ
く
い
る
酔
っ
払
い
、
酒
癖
の
悪
い
仕
様
の
な
い
男
を
取
り
巻
く

お
話
で
す
が
、
三
者
三
様
の
人
間
味
溢
れ
る
登
場
人
物
の
姿
に
、
変
わ
ら
ぬ
人

の
営
み
が
感
じ
ら
れ
る
狂
言
で
す
。

主　

深
田
博
治

妻　

中
村
修
一

舅　

石
田
幸
雄

　
　
　
　
　
　
　

後
見　

飯
田　

豪

狂　

言　
　

梟
山
伏 

ふ
く
ろ
や
ま
ぶ
し

　

山
か
ら
戻
っ
て
以
来
様
子
が
お
か
し
い
弟
を
心
配
し
た
兄
は
、
山
伏
に
祈
祷

を
頼
み
に
い
く
。
山
伏
が
弟
の
様
子
を
見
て
祈
り
始
め
る
と
、
弟
は
う
つ
ろ
な

目
つ
き
で
鳴
き
声
を
あ
げ
る
。
聞
け
ば
弟
が
山
で
梟
の
巣
に
イ
タ
ズ
ラ
を
し
た

こ
と
が
分
か
る
。
梟
が
取
り
憑
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
山
伏
は
懸
命
に
祈
る

の
だ
が
、
症
状
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り
。
そ
し
て
つ
い
に
は
…
…
。

　

梟
の
「
ホ
ー
ッ
ホ
ー
ン
」
と
い
う
鳴
き
声
が
印
象
的
な
、
楽
し
い
作
品
で
す
。

観
て
い
る
皆
さ
ん
の
頭
に
も
、
梟
の
鳴
き
声
が
こ
び
り
つ
い
て
離
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

山
伏　

野
村
萬
斎

兄　

岡　

聡
史

弟　

内
藤　

連

　
　
　
　
　
　
　

後
見　

飯
田　

豪

狂　

言　
　

樋
の
酒 

ひ
の
さ
け

　

主
人
が
太
郎
冠
者
に
米
蔵
、
次
郎
冠
者
に
酒
蔵
の
番
を
す
る
よ
う
言
い
つ
け

て
出
か
け
る
。
次
郎
冠
者
が
早
速
酒
蔵
の
酒
を
飲
み
始
め
る
の
で
、
太
郎
冠
者

は
う
ら
や
ま
し
く
て
仕
方
が
な
い
。
そ
こ
で
次
郎
冠
者
は
、
酒
蔵
か
ら
米
蔵
へ

樋
を
渡
し
て
酒
を
流
し
、
太
郎
冠
者
に
も
飲
ま
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
す
っ

か
り
調
子
に
乗
っ
た
二
人
は
…
…
。

　

本
舞
台
と
橋
掛
か
り
を
そ
れ
ぞ
れ
蔵
に
見
立
て
、
能
舞
台
な
ら
で
は
の
構
造

を
上
手
く
活
か
し
た
狂
言
で
す
。
樋
か
ら
酒
を
飲
む
場
面
は
も
ち
ろ
ん
、
に
ぎ

や
か
な
狂
言
小
舞
が
い
く
つ
も
登
場
す
る
酒
宴
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

太
郎
冠
者　

野
村
万
作
　
　
　

主　

月
崎
晴
夫

次
郎
冠
者　

高
野
和
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
見　

中
村
修
一

コラーレ 〒938-0031 黒部市三日市20番地　TEL.0765-57-1201　FAX.0765-57-1207 info@colare.jp　http://www.colare.jp/　開館時間：9：00～22：30（土曜～23：00）／毎週水曜日休館

野
村
萬
斎  

狂
言
師

　

一
九
六
六
年
生
。
野
村

万
作
の
長
男
。
祖
父
・
故

六
世
野
村
万
蔵
及
び
父
に

師
事
。
重
要
無
形
文
化
財

総
合
指
定
者
。
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
。

「
狂
言
ご
ざ
る
乃
座
」
主
宰
。
国
内
外
の
狂
言
・
能

公
演
は
も
と
よ
り
、
現
代
劇
や
映
画
の
主
演
、
古
典

の
技
法
を
駆
使
し
た
作
品
の
演
出
な
ど
幅
広
く
活
躍
。

九
四
年
に
文
化
庁
芸
術
家
在
外
研
修
制
度
に
よ
り
渡

英
。
芸
術
祭
新
人
賞
、
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新

人
賞
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、
朝
日
舞
台
芸
術
賞
等
を

受
賞
。
著
書
に
「
萬
斎
で
ご
ざ
る
」「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

◎
解
体
新
書
」（
朝
日
新
聞
社
）、「
狂
言
三
人
三
様
・

野
村
萬
斎
の
巻
」（
岩
波
書
店
）
等
が
あ
る
。世
田
谷

パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
芸
術
監
督
。

石
田
幸
雄  

狂
言
師

　

一
九
四
九
年
生
。
野
村

万
作
に
師
事
。
重
要
無
形

文
化
財
総
合
指
定
者
。

「
雙
ノ
会
」
主
宰
。
数
多

く
の
優
れ
た
舞
台
歴
を
持
つ
野
村
家
の
重
要
な
演

者
。
ま
た
新
し
い
試
み
の
舞
台
に
も
意
欲
的
な
発

表
が
多
い
。
普
及
公
演
で
の
的
確
な
解
説
に
も
定

評
が
あ
る
。「
万
作
の
会
」
の
海
外
公
演
に
も
た
び

た
び
参
加
。
日
本
大
学
芸
術
学
部
、
学
習
院
大
学

非
常
勤
講
師
。「
雙
ノ
会
」
で
二
〇
〇
六
年
度
芸
術

祭
大
賞
、
二
〇
一
一
年
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学

能
楽
賞
を
受
賞
。

　

一
九
三
一
年
生
。
重
要
無
形
文
化
財
各
個
指
定
保
持
者

（
人
間
国
宝
）。
祖
父
・
故
初
世
野
村
萬
斎
及
び
父
・
故
六

世
野
村
万
蔵
に
師
事
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。「
万
作

の
会
」
主
宰
。
狂
言
の
秘
曲
で
あ
る
「
釣
狐
」
の
演
技
で

芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
し
た
他
、
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
、
日
本

芸
術
院
賞
、
紫
綬
褒
章
、
坪
内
逍
遙
大
賞
、
朝
日
賞
、
旭

日
小
綬
章
な
ど
、
多
く
の
受
賞
歴
を
持
つ
。
国
内
外
で
狂

言
普
及
に
貢
献
し
、
ハ
ワ
イ
大
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
で
は
客

員
教
授
を
務
め
る
。
古
典
は
も
と
よ
り
新
し
い
試
み
に
も

し
ば
し
ば
取
り
組
み
、
代
表
作
に
「
月
に
憑
か
れ
た
ピ
エ

ロ
」「
子
午
線
の
祀
り
」「
秋
江
」「
法
螺
侍
」
な
ど
が
あ

る
。
著
書
に
「
太
郎
冠
者
を
生
き
る
」（
白
水
社
ｕ
ブ
ッ
ク

ス
）、「
狂
言
三
人
三
様
・
野
村
万
作
の
巻
」（
岩
波
書
店
）

が
あ
る
。

野
村
万
作  

狂
言
師

秋
風
を
感
じ
な
が
ら 

　

今
年
の
公
演
は
、
初
め
て
10
月
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
コ
ラ
ー
レ
の
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
演

ず
る
こ
と
で
、
新
し
い
発
見
が
あ
れ
ば
嬉
し
い

こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
聟
、
山
伏
、
太
郎
冠
者
と
、
狂
言

ら
し
い
役
柄
を
主
役
と
し
た
三
曲
を
選
び
ま

し
た
。
趣
の
異
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
演
目
を
お
楽

し
み
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

仲秋の闇に浮かび上がる、
日本最古の喜劇“狂言”をご堪能ください。
仲秋の闇に浮かび上がる、
日本最古の喜劇“狂言”をご堪能ください。
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